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大管長会メッセージ

心ク)中の栄誉の殿堂

第二副管長

卜一マス ・S・ モンソン

あ
る晴れた冬の日，私 はニューヨークの中心街マンハ ッタンと，郊外の

ウエス トチェスターを結ぶ高速道路 を，友人 を乗せて車を走 らせてい

ました。 その道すが ら，彼 はこの地域に散在する史跡をい くつか教 えて くれ 一

ました。高速道路が史跡 を結んで網の目のように張 り巡 らされていました。

突然，懐か しいヤンキースタジアムが目に飛び込んできました。数多 くの

名選手 を輩出 したスタジアムであ り，私が少年時代 にあこがれた英雄たちの

故郷です。何万人 もの観客の声援 を浴びなが ら，試合で華麗なプレーを見せ

て くれる野球選手にどれだけ多 くの少年があこがれてきたことでしょうか。

冬だったので，球場 を取 り巻 く駐車場 は閑散 としていました。観衆 もピー

ナッツを売 る人 も，入場券 を売る人 も，だれもいません。しかし，べ一ブ ・

ルース，ルー ・ゲー リック， ジョー ・ディマジオなど，偉大な野球選手の思

い出は消えるものではありません。彼 らは栄誉の野球殿堂入 りを成 し遂 げ，

その卓越 した活躍 と技量の記録 は永遠 に保存 されているのです。

人の生涯 についても野球 と同じことが言えます。私たちはそれぞれ， 自分

の人生を方向づけて くれた真の指導者のために，心の中に自分だけの栄誉 の

殿堂を持っています。幼年時代か ら現在に至 るまで，私たちを導 く権威 を行

ナザレのイエス。この名は，

天が下にあって，私たちを救い得る

唯一の名であり，

私たちの栄誉の殿堂において

誉れある特別の位置を占めています。
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主の戒めによく従ったアダムも

栄誉の殿堂入りをするに

ふさわしい人です。

使してきた男性や女性は大勢いますが，私たちの審査 を

パスして，栄誉ある名簿に名前を記 されている人は比較

的少ないものです。しか もこの審査 は，権力を誇示する

装飾品や， この世の富を度外視 して行なわれます。私た

ちが よく考えたうえで この自分だけの聖なる場所 に入れ

る指導者 は，通常，真理のために献身 し，私たちの心を

燃え立たせて くれた人々です。 また，義務 に忠実である

ことが私たち人間にとって不可欠な要素であると悟 らせ

て くれ，ありきた りの日常に変化を与 えて，あのような

人物 になりたい という気持ちを起 こさせて くれる人です。

私たち一人一人は，栄誉の殿堂に入れる人々を審査す

る資格を持つ審査員 となれ ます。で は，あなたならこの

名誉 ある地位 にだれを推薦するで しょうか。候補者は多

く，競争は激烈なものですが，私なら次のような人々 を

推薦します。

まず， この地上 に住んだ最初の人アダムを推薦 したい

と思います。モーセの書には，アダムについて次のよう
いましめ

に記されています。「アダムは主の誠命 によく従いぬ。」

(モーセ5：5)ア ダムは殿堂入 りするのに，まさにふさ

わしい人です。

辛抱強 く忍耐する人 としては，高潔で完全な人， ヨブ

を挙げなければな りません。彼 はほかのだれ も受 けた こ

とのないような苦 しみを受けなが らも，「わた しの証人

は天にある。わたしのために保証 して くれる者は高い所

にある。わたしの友はわたしをあざける，しかしわたし

の目は神に向かって涙 を注 ぐ。……わたしをあがな う者

は生きておられる」(ヨ ブ16：19-20;19：25)と 言明 し

ています。 ヨブもふさわしい人です。

クリスチャンなら皆，使徒パウロの名でよ く知 られて

いる人，サウロを推薦するでしょう。彼の説教 は霊のマ

ナのごときものであ り，その奉仕の生涯はすべての人の

模範です。この恐れを知 らない宣教師は，世の人々に次

のように宣言 しています。「わたしは福音 を恥 としない。
すくい

それ は……すべ て信 じる者 に，救 を得 させ る神 の力 で あ

る。」(ロ ーマ1：!6)パ ウ ロ もふ さわ しい人 です。

次 に， シモ ン ・ペ テロ と呼 ばれてい る人 がい ます。 キ

リス トにつ いての彼 の証 には， 心 を打 つ ものが あ ります。

「イエスが ピ リポ ・カ イザ リヤの地 方 に行 かれ た とき
，

弟 子 たち に尋 ね て言わ れた， 『人々 は人 の子 をだれ と言

ってい るか。』彼 らは言 った， 『ある人 々 はバ プ テスマ の

ヨハ ネだ と言 って い ます。 しか し， ほか の人 た ちは，エ

リヤだ と言 い， また，エ レ ミヤ あ るい は預 言者 のひ と り

だ， と言 って い る者 もあ ります。』 そ こでイ エ ス は彼 ら

に言わ れ た， 『それで は， あな たが た はわた しをだ れ と

言 うか。』 シモ ン ・ペ テ ロが答 えて言 った， 『あなた こそ，

生 ける神 の子 キ リス トで す。』」(マ タイ16：13-16)ペ テ

ロ もふ さわ しい人 です。

また時 と場所 は異 な りますが， 二一 フ ァイ も次 の よ う

な証 を してい ます。

「私 は主 が命 じた も うた こ とを行 って行 う。私 は， 主
な

が命 じたもうことには，人がそれを為 しとげるために前
もつ

以てある方法が備 えてあ り，それでな くては，主は何の

命令 も人 に下 したまわない ことを承知 しているか らであ

る。」(1二 一ファイ3：7)確 か に，二一 ファイ も栄誉

の殿堂入 りす るにふ さわしい人です。

推薦 したい人 はほかにもいます。予言者ジョセフ ・ス

ミスこそその人です。その信仰，信頼できる人柄，証 は，

やがて殉教することになるカーセージの獄へ向かったと

きに語った，彼 自身の言葉の中にうかが えます。「われ
ごと

は，今ほふ り場 に引かるる子羊の如 く行 く。 され ど，わ

が心 は夏の朝 の如 くに穏かな り。わが良心 は神に対 しま
とが

たすべての人 に対 しいささかの讐めもなし。」(教 義 と聖

約135：4)彼 は自らの血をもって自分の証 を結び固めま

した。ジョセフ ・ス ミスもまたふさわ しい人です。

男性だけでな く，女性にも推薦 したい人がいます。ま

ず，気高い忠節の模範，ルツが挙 げられ ます。立派なふ

た りの息子 を失って悲 しみに打ちひしがれているしゅう

とめナオ ミの心 を感 じ取 り， また彼女の絶望 と孤独の苦

しみを察 して，ルツが述べた次の言葉は，忠節の典型 と

見なされてきました。「あなたを捨て，あなた を離れて

帰ることをわたしに勧めないで ください。わたしはあな

たの行かれる所へ行 き，またあなたの宿 られる所に宿 り

ます。あなたの民はわたしの民，あなたの神 はわたしの

神です。」(ル ツ1：16)ル ツの とった行動 は， その言葉

が真実であることを表わしています。彼女の名前 も栄誉

の殿堂 に入れるにふ さわ しい と思います。

誉れあるルツの子孫 についてはどうで しょうか。つま

りヨセフがめ とったナザレのマ リヤはどうでしょうか。
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予冒者ジョセフ ・スミスは，

その信仰，信頼できる人柄，

証のゆえに

推薦されるべき人です。

彼女は， この世 に生を受 けた唯一完全なお方の母親 とな

るように定められていた人で した。彼女が この神聖な歴
けんそん

史的に意義のある務 めを受 けたときの言葉 は，謙遜 のひ

と言に尽 きます。「そこでマ リヤが言 った，『わたしは主

のはしためです。お言葉 どお りこの身に成 ります よう

に。』」(ル カ1：38)確 か に，マリヤもふ さわ しい人です。

何が これらの人々を偉人 に，しているのでしょうか。そ

れはほかならぬ，全能の天父に対する揺るぎない信頼 と，

神が遣わ された救い主の使命 に関する確固たる証による

のです。 この知識は，彼 らの生涯 という美 しいタペス ト

リーに織 り込 まれている金色の糸のようなものです。
ささ

これ らの偉人が忠実に仕え，雄々 しくその生命を捧 げ
あがな

た，栄光の王 とは，瞭い主 とはどなたで しょうか。 この

お方 こそ，神の御子イエス ・キ リス ト，私たちの救い主

なのです。

主の降誕は予言者たちによって予言されていました。

そしてみ使いたちは，主の この世 における使命 を告げ知

らせたのです。野にいる羊飼いたちに，次のように栄 え

ある言葉が告 げられ ました。
「恐れ るな。見 よ，すべての民 に与 えられ る大 きな喜

びを，あなたがたに伝 える。 きょうダビデの町に，あな
す くいぬし

たが たの た め に救 主が お生 れ に な った。 このか た こそ

主 なるキ リス トで ある。」(ル カ2：10，11)

こ の イエ ス は， 「ます ます成長 して強 くな り，知 恵 に

満 ち， そ して神 の恵 みが そ の上 に あ」 りま した。(ル カ

2：40)そ の後 イエ ス は， ヨルダ ンの名 で知 られ る川 で，

ヨハ ネか らバ プテスマ を受 け，人 々 に対 す る導 きと恵 み

を施 す業 を正式 に開始 され ました。 さ らにイエ スは，サ
き べん

タンの誰弁 を退け，御父よ り託された務めを進んで受け

入れ，全身全霊を傾 け，またみずからの命 をも捧げられ

たのです。イエスの生涯は，その罪のなさ，無私の心，

崇高 さ，神聖さにおいて， まことに比類 なきものでした。
いや

イエスは働 き，愛 し，仕え，涙を流 し，病める者を癒 し，

教え，証 を述べられ ました。そして過酷 な十字架にかか

って死 を遂げられたのです。その後，か りそめの墓から

よみが えり，永遠の生命 を得 られました。

ナザレのイエス。 この名は，天が下 にあって，私たち

を救い得 る唯一の名(使 徒4：12参 照)で あり，私たちの

栄誉の殿堂において誉れある特別 の位置 を占めています。

「しか し， このような偉大な人々の名 を連 ね，栄誉 の

殿堂を設 けたところで，一体それにどんな価値があるの

だろうか」 と思 う人がいるか もしれません。私はこう考

えています。アダムのように従順で， ヨブのように忍耐

し，パウロのように教え，ペテロのように証を述べ，ま

た，二一ファイのように仕 え，予言者ジョセフのように

自分 自身を捧げ，ルツのように人 を思いやり，マ リヤの

ように誉れある務めを引 き受け，そしてキリス トのよう

に生涯 を送 るな らば，私たちは新たに生 まれることがで

きます。そしてすべての力が授 けられます。古い自分 を
ざ せつ

永遠 に脱 ぎ捨て，それ とともに挫折や失望，疑念，不信

といった思いも消 し去 るのです。そうすれば，新しい人

生，すなわち信仰 と希望，勇気，喜びの人生へと至るこ

とができます。また，なすべ き務めを大 きすぎると感 じ

た り，責任を重す ぎると感 じた りす ることもな くなりま

す。いかなる義務 も重荷 とはならず，すべてが可能 とな

るのです。

しかし，必ずしも過 ぎ去った時代や， はるか昔の人々

に模範 を求める必要はあ りません。その良い例 としてク

レイグ ・サ ドバ リー兄弟 を紹介 しましょう。彼は今，ソ

ル トレークシティーでは著名人のひ とりですが， ここで，

彼がオース トラリアのメルボル ン伝道部 に赴任する前，

母親 と共 に私の事務所に来た何年 も前のその日に時間を

戻 してみましょう。クレイグの父，フレッド・サ ドバ リ
ーはまった く教会に関心があ りませんで した。当時結婚

してすでに25年 たっていましたが，彼は，末日聖徒イエ

ス ・キ リス ト教会を愛する妻 の気持ちを理解せず， もち

ろん教会に入 ることもありませんでした。

クレイグは私に，両親を深 く愛 していることを告げま

した。そして何 らかの方法で，父親がみたまに動かされ，

イエス ・キリス トの福音に心 を開いてほしいと強 く願 っ

ていました。それで私 に助けを求めてきたのでした。私

はこの望みが どのようにしたらかなえられ るか，霊感 を

受けられるよう祈 りました。そして，導かれるままにク

レイグにこう言いました。「心を尽 くして主 に仕 え，託

された神の召 しに従って ください。 また，毎週 ご両親に

手紙を書き， ときどきはお父 さんに個人的に出してくだ

さい。そして，あなたがお父 さんを愛 しており，息子で

ある ことをなぜ感謝 しているか について書 いて くださ
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オーストラリアの地で，

腰まで水につかって父親と共に立ち，

右手を直角に上げて，

バプテスマの聖なる儀式の冒葉を宣冒したときの

クレイグに勝る偉人がほかにいたでしょうか。

いo」

彼 は私に礼 を言 うと，母親 と一緒に事務所を後 にしま

した。それから1年 半 ほどして，母親がまた私の事務所

を訪れ，涙なが らに，次のよ うに話 して くれ ました。

「クレイグが伝道 に出てから間 もな く2年 にな ります。

息子は忠実に働いて，伝道地で大切な責任 を果たしてい

ます。そして，毎週欠か さず私たちに手紙 を書いて くれ

ます。最近 のことですが，主人のフレッドが初めて証会

で こんな証 をしたのです。『皆 さんご存 じのように，私

は教会員ではあ りません。けれども，クレイグが伝道に

出てから，私の心に何かが起 こりました。息子の手紙は

いつも私の心 を打ちました。その1通 を読 ませていただ

きたいと思います。「お父さん， きょう私たちはす ばら

しい家族に，救いの計画 と， 日の光栄の王国での昇栄の

祝福 について教えました。そこで自分の家族についても

考えてみました。 この世の何 よりも，私はその王国でお

父さん，お母さんと一緒に暮 らしたい と思います。 もし

お父さんが一緒でなければ，そこは私にとって日の光栄

の王国ではありません。私はお父 さんの息子であること

を感謝 しています。私がお父さんを愛 していることを伝

えたい と思います。 宣教師である，あなたの息子ク

レイグより」』

それから主人 はこう続 けました。『これか ら言お うと

していることは，妻 もまだ知 りません。私は妻を愛 して

います し，息子のクレイグも愛 しています。結婚 して26

年になりますが，やっと教会員になる決心がつきました。

福音のメッセージは神のみ言葉であることを知 っている

か らです。随分前からこの真理を知っていたように思い

ます。 しかし，私の重い腰 を上げさせたのは息子の伝道

です。私 はクレイグが伝道 を終えるときに夫婦で会いに

行けるよう，準備 をしてきました。そして，主か ら召さ

れた専任宣教師である息子か ら，最後にバプテスマを受

けるのは，私であ りたい と思っています。』」

揺 るぎない信仰を持ったひとりの年若い宣教師 は，神

と共 に現代の奇跡を起 こしたのです。愛する人 と心を通

わせるという彼のチャレンジは，父親 との間の延々たる

隔 りによって一層むずか しくなっていました。 しか し，

愛の精神は広大な太平洋を越 え，崇高な語 らいのうちに

心が通い合 ったのです。

オース トラリアの地で，腰 まで水につかって父親 と共

に立ち，右手を直角に上 げて次のような聖なる儀式の言

葉 を宣言 したときのクレイグに勝 る偉人がほかにいたで

しょうか。「フレッド・サ ドバ リー，われはイエス ・キ

リス トより権能 を受けたれば，天父 と御子 と聖霊 とのみ
なんじ

名によりて汝にバプテスマを施す。」

母親の祈 りと，父親の信仰，それに息子の奉仕が奇跡

をもたらしたのです。母，父，息子，それぞれが栄誉の

殿堂 に入るにふさわしいと言えます。

天か ら語 られた次 の言葉 は，なん と真実を述べている
おそ め ぐみ

ことでしょう。「主なるわれはわれ を畏 るる者 に恩恵 と
あわれ ただ か

憐み とを与 え，終 りまで義しく且つ真実にわれに仕 うる
ほ率れ

者 に誉を与 うるを喜ぶ者な り。彼 らの得 る報いは大 きく，

その栄は永遠なるべ し。」(教 義 と聖約76：5-6)

このように生活するな らば，真実で朽 ちることのない

栄誉の殿堂に私たち自身 も入 ることができるでしょう。

□

ホー ムテ ィー チ ャーへ の提案

1.私 たちの人生 を方向づけて くれるのは次のような

人々である。

●私たちの心を燃 え立たせて くれる人

●義務に忠実であることが私たち人間にとって不可欠な

要素である， と悟 らせて くれる人

●ありきた りの日常に変化を与 えて，向上しようという

気持ちを起 こさせて くれる人

2.ア ダム，ヨブ，パウロ，ペテロ，二一ファイ，ジ

ョセフ ・スミス，ルツ，マ リヤをはじめ として，聖典 に

は，私 たちが模範 とすべ き数多 くの偉人の話が記されて

いる。

3.こ れらの人々が忠実 に仕えた人物 こそ，彼 らにも

増 してさらに偉大なお方，神の御子，救い主，瞭い主，

イエス ・キ リス トである。

4.全 能の天父に対する揺るぎない信頼 と，イエス ・

キ リス トに対す る確固たる証は私たちの生活に大 きな影

響 を及ぽす ことがで きる。
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壁 の向 こうで

ジ ャロル ド ・デ ー ビス

ノー マ ・デー ビス

旧東 ドイツの教会
第1部 孤立 した聖徒 た ちの記録

1945-1989年

数
週間後には第二次世界大戦が終わ りを告げようと

していた1945年2月13日 と14日 の夜，連合軍の爆

撃機による空襲で， ドレスデンの中心部は壊滅的な打撃
が れき

を受 けました。瓦礫 の山の どこかに，アルスタッ ド支部

の教会堂 もうずもれてしまいました。 これはドイツの教

会にとって大 きな痛手でした。

町の混乱が収 まるとす ぐに，空襲で焼 け出された支部

の会員は，エルベ川に残 されたただひとつの橋を渡 って

行 きました。 ノイシュタッ ト支部 の会員たちに会 うため

です。 この支部 の集会所 は，幸いにも戦災を免れたので

した。 しかし，間 もな くこの礼拝堂は改築 され，家をな

くした何百人 という避難民の収容所 となったため，教会

員はふたつの小部屋で集会を開かなければならない状態

でした。 この支部に集 ったのは，子供や若い母親，年配

の夫婦がほとんどで，支部の青年や中年の男性で戦死 し

なかった人たちのほ とんどは，依然 として， ドイツ軍 も

しくは捕虜収容所での生活 を強いられていました。

「電気は使 えませんでした。……水を確保するために，

2キ ロもの道の りを歩いて行かな くてはな りません。

・3日ほどして，パンを積 んだ トラックが1台 やって

来 ました。……瓦礫 の山となった缶詰工場で缶詰類を掘

り出してもよい， という許可をもらいました。若者たち

は，年老いた人々に食物 を供給する目的で，奉仕グルー

プを組織 しました。私たちは，支部 の教会員の家 を訪問

して，礼拝集会 を開いた り，ファイヤサイ ドを開いたり

しました。集会 を開 くときには， コー トを着たり，毛布

にくるまった りして席に着 くのです。私たちの心 は感謝

と希望に満たされていました。なぜなら，主がその民を

見捨てられることはない と知っていたからです。……そ

れはまさしく強い信仰 と心の平安が宿 る時代 でした。」

(エデ ィス ・クラウゼ姉妹 から著者への手紙，1990年2

月21日 付)

戦争 による荒廃が教会 にどれほどの打撃を与 えたのか，

それを理解す るには， ドイツ南部 のザクセ ン州 にあった

教会がユタ州の大半のワー ド部 より歴史が古いという事

実を，理解 しなければな りませんδた とえば， ドレスデ

ンのある支部 は，若い改宗者カール ・メーザーが最初の

支部長 として仕 えていた1855年 以来，ずっと存続 してい

ました。(メ ーザー兄弟 は，1875年 に，ユタ州プロボの

ブリガム ・ヤング大学の前身であるブ リガム ・ヤング学

院の初代学長 となった)

ドイツ東部全域に散在 していた30， あるいはそれ以上

の支部 も， ドレスデンにあるふたつの支部 と同じような

経緯 をたどって きています。

再建始まる

戦後間 もなく，痛手を負った教会の再建 を援助するた

めに西 ヨーロッパに足を踏み入れる宣教師の姿が見られ

るようにな りました。 しかし，当時 「ソ連 占領区」 と呼

ばれていた地域の教会員 は，同じ恩恵にあずかることは

できませんで した。後に 「ドイツ民主共和国」 と呼ばれ

聖徒の道/1992年2月 号
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ん

て

運

し

で

そ

車
。
し

た

押

し

手

ま

を

け

材

受

資

き

の

引

ら

を

れ

の

を

任

そ

２

話

て

に

建

た

は

彼

の

り

完

れ

し

責

で

Ｐ

な

い

部

た

び

員

，
長

入

を

さ

造

。

物
塊
賄
頗
ゆ
輔
ひ
砧
△齢

螂
榊
鮮
旅
倣
宵

鶴
窟
禦
難
鷲
搬
醗
鑑

て

と

し

と

得

し

折

局

部

し

こ

で

べ

た

と

た

を

ま

た

当

支

由

，
得

す

。
所

つ

可

み

い

市

。
理

は

取

ど

す

会

な

許

組

て

に

す

う

に

度

ん

ま

集

く

う

り

し

弟

で

い

的

一

と

き

が

な

い

取

画

兄

の

と

終

う

ほ

で

員

ら

と

に

計

一

た

，
最

も

の

が

会

な

い

業

を

タ

れ

ら

が

，

国

と

の

ば

よ

作

式

イ

さ

か

ろ

を

和

こ

ヒ

れ

も

の

堂

ラ

止

い

こ

可

共

る

チ

け

て

こ

献

ユ

禁

な

と

許

主

語

プ

な

し

，
い

シ

を

い

。
用

民

て

イ

か

造

間

し

・

用

て

た

使

ツ

し

ラ

退

改

の

ら

ト

使

し

し

の

イ

返

る

ち

を

も

ば

ル

の

守

で

堂

ド

り

す

立

館

月

す

べ

物

遵

ん

会

，
繰

置

を

画

力

が

ル

建

に

せ

教

，
位

物

映

何

ら

へ

，
全

ま

た

建

き

た

ン

を

与

困

ろ

う

差

に

，
な

一

が

の

で

果

へ

所

を

う

こ

よ

を

手

ず

ば

ユ

妻

瓢

鵜

欝

烈

籔

嚇

論

論

購

藁

握
鍔

賢

臆
暖
款

勤

茂

の

入

湾

副

馬

た

拡

材

い

に

が

用

し

て

作

ず

心

に

ヅ

部

て

し

を

資

て

徒

任

築

量

つ

は

か

の

手

即

道

つ

献

物

築

し

聖

主

建

少

じ

ち

い

妨

箕

け

賑

ゆ

捧

漣

腱

鰍

却

縢

勧

櫨

眼

都

附

員

よ

。
イ

が

し

は

れ

を

た

の

大

資

列

権

け

会

に

た

ド

弟

と

部

こ

と

つ

会

，
築

の

神

わ

，
け

し

北

兄

所

支

，
こ

持

教

で

建

蛇

の

う

し

助

ま

，
ト

会

ン

し

す

を

音

げ

の

長

部

い

か

の

り

日

ル

集

リ

か

返

念

福

か

か

に

支

と

し

主

あ

５

ハ

の

べ

し

り

信

ル

お

ほ

め

Ｑ

つ

。
と

が

月

ク

部

ユ

。
繰

い

テ

た

。
た

た

待

た

つ

い

ー

ツ

支

シ

た

度

固

一

れ

す

の

し

で

し

き

思

年

ル

ン

，
し

一

で

ル

く

で

請

で

ん

ま

も

う

５８

ブ

リ

年

ま

う

勉

た

て

の

申

ん

並

い

材

い

１９

・

べ

７３

れ

も

勤

つ

べ

た

に

せ

，

て

資

と

て

一

ユ

ー９

ら

を

，
な

伸

つ

ら

ま

上

れ

築

る

し

リ

シ

え

難

が

に

し

入

さ

り

ル

号絹年罪測勧聖



め

し

が

印

う

て

に

集

ま

我

い

よ

し

と

て

い

が

な

の

通

こ

し

ま

察

い

そ

を

う

労

し

警

て

。
験

従

苦

て

密

れ

た

経

に

は

て

秘

さ

し

の

告

私

捨

，
認

ま

こ

勧

ｄ

局

き

に

公

り

は

の

た

結

焼

ち

，
回

私

ら

し

，
ず

う

は

し

。
彼

で

し

ら

い

ら

捜

た

，
の

か

残

な

彼

を

し

て

だ

し

つ

た

。
中

で

い

ん

！

と

た

た

屋

ん

つ

学

）しなきでに対絶はに私壁障なた新

ひ

と

し

部

せ

に

を

を

間

ま

か

ま

者

訓

ト

週

き

う

り

導

教

ス

２

た

ど

あ

指

な

キ

ら

た

か

く

る

切

テ

か

を

い

全

け

大

や

れ

ア

な

は

受

，

書

そ

ド

が

の

を

て

図

。
の

物

も

感

い

た

た

家

刷

な

霊

つ

時のび喜

む

せ

の

い

道

も

開

ま

え

た

け

代

代

ら

ま

師

て

伝

動

を

り

添

し

か

時

時

か

め

集

の

り

教

れ

，
活

会

な

き

ま

に

な

の

外

深

あ

宣

さ

で

会

集

ば

書

い

頭

難

こ

は

任

可

み

教

は

れ

を

て

初

困

で

専

許

の

の

で

け

マ

つ

代

も

は

ま

ず

ら

訪

し

什

け

の

を

師

元

部

な

一

な

年

最

身

り

き

か

や

た

。

６０

れ

線

し

え

部

に

密

１９

さ

一

厳

な

支

書

秘

。
可

第

も

行

，
請

は

た

認

，
に

は

に

申

に

し

も

は

法

・に

び

。
会

で

動

の

方

由

た

ん

集

ん

活

た

の

自

く

せ

，

民

思

ま

い

す

高

会

認

も

ツ

に

，
き

対

は

教

確

金

イ

う

く

大

に

率

，
を

献

ド

よ

し

が

主

席

も

息

の

，
た

か

力

と

出

て

消

か

が

つ

懐

圧

会

の

当

に

ほ

て

だ

を

の

教

へ

り

い

の

，
会

割

互

そ
。
や

。
師

た

一

。
を

す

教

し

の

，
す

な

で

問

ま

分

だ

で
動

教

地

支

さ

テ

に

７・

て
自

返

の
た

グ

果

急

蘭

腔

礫

眠

辞

樵

錨畑鞭
議
獄
籍
鍵
備難
翻罷

い贈輯

繍蕪
醗
瀧
驚
灘
鰭
難
脚撒蹴
膿
鰍鰯

を

の

の

の

た

い

北

。

一

仰

部

半

ら

い

で

ン

す

ト

信

ド

大

彼

で

ん

エ

ま

ス

，

一

の

，
ん

住

ジ

。
い

は

ず

ワ

分

し

住

に

レ

た

て

女

ら

ン

自

出

に

地

ユ
し

つ
彼

．
肋

が

鳳

凱

バ

聴

け

瞭

嬬

鵡

肋

陣

腓

既

り

動

卿

鱒

咄

就

催

糀

”

絵

試

嫡

韻

噺

憩

勧

つ

。

ユ
え

は

主

な

配

ー

舌む

化

ま

の

会

ド

し

て

博

期

国

に

教

つ

，

・

法

，

る

や

る

よ

た

は

で

年

，
ン

語

れ

べ

て

ま

の

前

た

変

い

ツ

機

が

。
い

ヒ

時

入

期

や

ま

て

Ａ

方

し

れ

師

帰

の

れ

ト

手

６１

も

エ

う

さ

す

ぐ

い

会

の

し

勤
蹟

財
妬
綴
凝
聞
跨
紛
都
塒
韻
膜
乙
か
猪
姻

勧
鰍
鵬
．湊

枳
勧
調
猷
妙
観

翻
臨
乱
肛
峨
脚
臆

。
問

会

の

ち

員

エ

い

に

部

触

道

ま

体

イ

情

極

行

だ

て

も

拒

テ

聖

た

手

バ

況

，
ど

は

受

し

は

上

治

を

東

接

伝

い

大

ラ

た

訪

覧

知

た

会

ヨ

ろ

国

で

ん

れ

て

て

の

日

し

入

。
状

ら

な

私

は

ら

私

を

政

難

，
も

の

て

，
る

し

の

博

旧

員

教

ジ

い

の

ン

運

入

し

つ

程

末

ま

の

た

の

か

ト

。
可

ば

。
声

の

困

前

と

区

し

の

れ

ま

側

ヒ

た

会

な

た

は

こ

り

を

に

に

よ

課

の

れ

類

し

時

長

ス

た

許

す

す

で

灘

難

灘

糊踊綴
撫

灘

畿
繍轍灘

灘雛

脳甜難

藩

民

環

築

西

イ

教

ら

と

よ

い

。
国

を

と

部

し

り

た

会

和

ト

認

び

帰

よ

紙

正

う

兄

レ

図

を

私

な

て

私

灘灘

離

諜

瀦
讐

諜

難

傭煎徽藁

無

脚讐

欝

ぼ

助

脚

絵

隊

嘱

縢

蹴

眈

胸

猷

紛

硫

鵡

畔

靭

棚

勧

ぽ

財

講

駿

簾

既

諏

礼

罰

臓

η

ヵ

幣

梵

葡

。運
齢

誕

く

会

の
者

あ

区

壁

訪

だ

ほ

で

も

た

し

１９

が

ほ

員

前

，
科

ま

国

い

支

さ

の

を

・

。
よ

教

よ

け

が

月

た

雛

嚇灘

蝋

鞭
鼎
犠
撫

翻繋

擬
鞭

藻
巖
続

の

し

教

が

イ

か

伝

覧

ば

ビ

な

会

て

１９

テ

を

宣

こ

会

こ

う

わ

そ

タ

を

次

の

つ

て

て

胸

せ

資

に

号明年脱
η

削蜘

、｝

し
ヤ



㍉
７
、

卸

評

代

表

ド

徒

区

代

の

使

地

域

前

二

，
地

堂

腐

酬

鷹

席

老

一

。
か

出

長

ヨ

老

め

に

ン

，
長

詰

努

㈲
厭
都

の

モ

老

イ

間

で

・

長

へ

訪

。

ン

Ｓ

一

・

の

殿

デ

・

ガ

ロ

も

神

ス

ス

ン

・
人

ク

レ

マ

リ

ト

千

ル

ド

一

・

一

何

べ

の

ト

Ｂ

バ

，
イ

年

員

・

口

年

ラ

８２

会

ス

員

８５

フ

ー９

会

ン

役

１９

・

員

ハ

理

ツ

上

議

表

管

下

イ

む

灘撫
　灘
　　　灘
雛

む

ン

れ

両

た

め

れ

キ

そ

を

し

た

訪

ツ

。
金

ま

問

を

ト

た

お

い

の

家

ス

し

た

言

り

が

る

ま

し

う

余

我

あ

め

出

こ

年

度

，
５

一

の

始

り

　

目

き

取

ら

で

う

び

ど

ら

が

ま

も

結

ほ

か

な

れ

か

の

を

中

し

こ

つ

」

か

目

の

出

い

ｄ

つ

び

グ

し

丸

が

た

幾

灘
灘

器

盤

粉
袈

魏

瓢

燗
瓢

嬬

難

㎞
灘

日す増をき輝

主

タ

マ

プ

民

ユ

ル

州

ツ

は

ゲ

タ

轟
灘

服

ビ

，
教

陪

薬

獺
罪

ス

．

語

学

ズ

ビ

た

ツ

文

レ

一

い

イ

人

ロ

デ

働

ド

は

ク

・

て

の

妹

一

マ

し

学

姉

オ

義

該

榔

，
教

ン

一．

一

ス

宣

ヤ

デ

テ

ヒ

て

．

，

ス

［

ン

ム

長

ズ

デ

デ

ガ

部

ル

・

ス

リ

学

ヒ

ド

レ

プ

語

ク

ル

ド

の

ブ

【

口

の

ボ

ラ

オ

ヤ

国

ロ

ス

・

ジ

和

プ

・

ボ

＊

共

州

ン

ロ

々

来

ド

夫

と

。

後

出

，
老

老

す

，

る

間

長

長

で

に

あ

日

ス

ン

の

代

る

２

一

ソ

た

時

な

の

リ

ン

れ

な

と

日

・

モ

入

難

点

１０

Ｄ

・

み

困

岐

，

．

Ｓ

踏

た

分

日

一

．

を

れ

て

９

レ

ス

足

か

つ

月

ン

マ

に

巻

と

１ー

タ

一

地

り

に

年

ス

ト

の

取

会

６８

長

の

国

に

教

１９

部

会

和

み

の

。

道

員

共

や

国

た

伝

定

・王

暗

和

し

の

徒

民

な

共

ま

部

使

ツ

う

・王

り

道

ニ

イ

よ

民

こ

伝

十

ド

の

ツ

起

北

，

，

こ

イ

が

ツ

が

に

ド

事

イ

妻

共

号舗年鯉
２・

削勧聖



会教の
、
つこ向の壁

年９０１９５４９１

ゆ

るえ伝べ宣を音福で

。

国

る

和

げ

共

捧

主

を

民

り

ツ

祈

イ

の

ド

献
，
奉

が

，

老

に

長

め

ン

た

臨蕊欝驚襯
ン

鋤

鐘

ラ

管

教

一

大

の

ポ

ル

ン

一

デ

日

ボ

ス

２４

ン

レ

㍍れさ織組が部キ一テスクルブイラフ

㍍層れさ織組が部キ一テスヒチブイラ

㍍れさ堂献が殿神クルブイラフ●ツイド

湘

謳

湘

マ

を

一

可

レ

許

「

。
国

プ

行

入

一
旅

の

ル

演

師

グ

公

教

奏

を

宣

演

国

，

の

和

が

学

共

府

大

主

政

グ

民

国

ン

ツ

和

ヤ

イ

共

・

ド

主

ム

，
民

ガ

が

ツ

リ

」

イ

ブ

猷

ド

㍍

乱

主

る

働

あ

道

民

す

で

で

伝

ツ

始

国

師

新

イ

開

の

教

の

ド

を

そ

宣

在

錨

鍬

畷
乱

ス

師

師

レ

教

教

ド

宣

宣

国

の

任

和

こ

専

共

。
く

プバ間年の部

ソ

の

年

月

キ

ド

年

月

年

月

年

月

年

月

の

月

す

年

月

伝

は

て

月

マ

年

月

ラ

キ

テ

ド

伝

ツ

ン

業

７７

８

・

，

８２

８

８４

６

８５

６

８８

５

人

１０

言

８９

３

ン

ち

し

１２

ス

９０

１０

，

一

ス

が

で

イ

モ

み

１９

Ｗ

し

１９

１９

１９

１９
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ア レ ビの
一

効果的な利用法

ジーニ ン ・R・ フ レー ク

長
年，テレビが社会 特 に，家庭にもたらす悪影

響について，人々は不満 を漏 らしてきました。 し

かし，必ずしも悪い面ばか りではありません。利用の仕

方によっては，テレビも価値ある道具 とな ります。あな

たの家庭 に良い影響 をもたらすテレビの利用法 を， ここ

にいくつか挙げてみましょう。

1.番 組を上手に選択 して ください。1989年4月 の年

次総大会で，十二使徒定員会 のM・ ラ ッセル ・バ ラー

ド長老は次のように語 りました。「私たちは人 を不快 に

させ，品性を下げるような事柄を各 自の家庭か ら遠ざけ
まんえん

て，テレビや社会に蔓延する不正で不道徳な傾 向を変え

る ように努めなければな りません。」(『テレビの影響力』

「聖徒の道」1989年7月 号，p.84)

テレビを効果的に活用するための最 も大切なステップ

は，おそらく，見 る番組を制限するルールを各家庭で決

めてお くことで しょう。何でもいいから今やっている番

組を見 る， という姿勢は避 けて ください。あなたもあな

たの子供たちも，腰 を下 ろしてテレビを見る前に，番組

を選ぶ必要があ ります。番組案内を見れば，その内容や

性格 を判断す ることができます。番組が終わったら，テ

レビを消 しましょう。

2.家 庭でテレビを見る時間 を決めておきます。1週

間，家族の一人一人が何時間テレビを見たか，そのほか

の活動には何時間費やしたか を書き留めてお きます。そ

れから，家族で結果 を分析 します。あなたの意見を述べ，

どれだけ改善できるか話 し合 って ください。

話 し合いの中で，あなたも1日 にどれ くらいの時間テ

レビを見 るか決め，平日の夜，宿題の前，朝食 の前など，

家族がテレビをつけない時間も決めます。 また，子供た

ちがテレビを見る代わ りにできる活動のリス トを作れる

ように，助 けてあげて ください。

3.番 組がふさわ しくない場合は，テレビを消 します。

ふさわしい番組 と，そうでない番組を区別するように，

子供に教 えて ください。良 くない話題や場面が，頻繁に

テレビ番組の中に見受 けられるようになっています。そ

のような場面に出 くわしたら，テレビを消 して，良 くな

い番組が霊性 に有害であることを子供 と話 し合 って くだ

さい。

4.家 族みんなに，良質の番組 を見るように勧めます。

両親が健全で教養ある番組 を優先 して見るな ら，子供 た

ちもそれに倣 うでしょう。両親が模範を示 さなければな

りません。大会説教 の中でバラー ド長老は，テレビの肯

定 的な面 について こう語 っています。「利益 としては
・，瞬時に地方や世界の出来事が把握で きる点があげ

られ ます。 また……見知 らぬ土地を探検 したり，歴史を

学んだ り，劇やダンス，音楽 を楽しんだ り，世界の様々

な文化 を体験 した りす ることができます。」(『テ レビの

影響力』p.82)
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L一

子供たちが賢明1;選 択できるようにするには， 自分 の

好きな番組 をい くつか挙げて もらい，分類 させるのもひ

とつの方法です。た とえば，漫画，コメディー，スポー

ツ，SF， ニュースな ど，その種類 に従 って分 けさせ ま

す。子供たちの選択が狭い範囲 に偏 っていたら，テレビ

の番組案内を一緒に眺めて，分野 の違 う良い番組 をい く

つか推薦 してあげます。

5.番 組 を見て，子供 と話 し合います。多 くの人は，

テレビは単なる娯楽媒体， またはリラックスしたり，問

題か ら逃避 したりするためのものであ り，考 えさせ るも

のではないと思っています。調査によれば，子供たち，

特に6歳 から12歳 の小学生 にとって，テレビによる教育

効果はきわめて大 きい ことが明 らかになっています。番

組を見なが ら質疑応答す る方が，番組の前後にそうする

よりも子供たちの心に強い印象 を残 します。

子供たちには次 ような質問 をす るとよいで しょう。
「これは何 についての話だろう」「こんな出来事 を見たこ

とがあるかい」「あの登場人物はどんな人だろう」「この

話 の結末はどうなると思う」「あの登場人物が感 じてい

るような気持ちを感 じたことがあるかい。」

6.子 供たちが番組を評価で きるように助けます。テ

レビを教材 として役立てて ください。たとえば，個々の

争いや重要な問題 に対 して，解決の選択範囲を広げる方

法を教 えられるかもしれません。次 のように質問 してみ

て ください。「あの登場人物はどうして悩 んでいるのだ

ろうか」「どんな解決策があるだろうか」「その結果は，

どうなるだろうか」 さらに，「最 も良い方法 は何 だろう

か，その理由は?」

7.価 値について話し合います。テレビは様々な種類

のテーマを採 り上げます。映 し出された ものがふさわし

くないと感 じたら，テレビを消して，子供にその理由を

説明 して ください。あなたが選んだ番組で は，登場人物

の行ないや，テーマについて話 し合 って ください。そう

することにより，様々な事柄 に対する子供たちの反応を

知 り，彼 らに福音の価値を教 える機会 も得 られます。彼
ほ

らが，福音の教えに賛同 した ときには褒めてあげて くだ

さい。また，これらの価値 ある教 えを生活 の中で生かせ

るように助 けてあげて ください。

8.暴 力は遠 ざけ ます。登場人物が互いに助 け合い，

思いや りを示 し合 うような番組 を見るように，子供たち

を促 して ください。調査 によれば，そうした番組は子供

たちに良い影響 を与えることがわかっています。

番組の中で過度に暴力的なシーンが現われた ら，テレ

ビを消 して，その問題 を子供たちと話 し合いましょう。

「あの登場人物が暴力 を振 るったのは何が原因だろう」

「現実ではもっと違 う態度 をとる人がいるだろうか」「暴

力に訴 えずに争いを防 ぐには， どうすればいいだろう。」

暴力が もたらす痛 ましい結果を指摘するとともに，暴力

シーンを見 る有害な影響についても念を押して ください。

9.デ レビを読書の動機づ けに利用 します。子供たち

は興味をそそられると，本 を読みます。ですから彼 らが

教育番組 を見て，特定のテーマやその番組で採 り上げら

れた別のテーマについて，さらに調べてみるように励 ま

して ください。

10.テ レビについて自分 自身の意見を持って ください。

ときには，見 るに値する番組がないこともわきまえるべ

きです。自由な時間にテレビを見 る代わ りに，あなたや

家族がで きるいろいろな趣味や楽 しみがあ ります。多 く

の場合，あなたが行な う事柄 の中でテレビを見る優先順

位 はずっと低 いのです。特 に，良 くない番組 を見て も建

設的なものは何 も得 られません。福音の価値観に添い，

それを支持する番組 を選択する方法を習得 して ください。

テレビは強力で直接的な影響力 を見 る人々に与 えます。

同時に，大変多 くの有益 な情報 を伝えることができます。

すべての番組を非難するのではな く，テレビに向けられ

ている子供たちの関心 を，彼 らの分析能力を強めるため，

さらには教育のために利用 して ください。□
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家庭訪問メッセージ

キ リス トの純粋 な愛
ひ とつ の生 き方

中央扶助協会会長会

キ
リス トに従 った古代の人々は良

い行ないをすることで知 られて

いました。彼 らは，「それ ぞれの欠乏
いりよう

と要用 とに応 じて肉体についても霊 に

ついて も互 い に助 け合」い ま した。

(モーサヤ18：29)何 か 特別 なことをし

た り，遠 くまで出かけて行 った りした

わけではあ りません。ただ自分 たちの

住んでいる所で奉仕をしたのです。

1842年 ，予言者 ジョセ フ ・ス ミスは

ノーヴーで姉妹たちを組織 し，自分た

ちの町に住 む困っている人 を助 けるた

めに最初の扶助協会を設立 しました。

それ以来150年 の間に，扶助協会 は無数

の奉仕活動を行ない，現在 その活動範

囲は128の 国 々 と属領 に及んでい ます。

中央扶助協会会長 のイ レイ ン ・L・

ジャック姉妹 はこのように語 ってい ま

す。「今 日の扶助協会 の姉妹 たちは，

正義の旗 を掲 げる軍 隊 の先 陣です。

『愛 はいつまで も絶 えることが ない』

は扶助協会の非常に大切なモッ トーな

ので，1992年 の 扶助協会150年 祭 を人

道主義的な奉仕 というテーマの下で行

な うことにしてい ます。 キリス トの純

粋な愛か ら出た奉仕 とは，気ま ぐれに

行なうた ぐいのもので はな く，ひ とつ

の考 え方であ り，生 き方です。 また私

たちが身につけるべき生活態度 なので

す。」

日々の生活の中でキリス トの純粋 な

愛か ら出た奉仕 はどのように実践で き

るで しょうか。

人に分かち与える

扶助協会の姉妹たちは， これまで様

籔鰯馨
　 ._

ILLUSTRATEDBYRONPETERSON

様 な方法 により自分たちの住 む地域社

会 の中でキリス トの純粋 な愛 を実践 し

て きました。

ウィスコンシン州 のミルウォーキー

では，ステーキ部扶助協会会長のダー

ン ・ルー トウスキー姉妹が，虐待 され

た子供たちのために新設 された施設で

小さなキル トを必要 としているという

記事 を読 みました。ある土曜日の午後，

150人 以 上 もの婦人 や少女 たちが集 ま

って300枚 の キル トを作 り，子供た ち

は温かいキル トに くるまって安 らかに

眠 ることがで きました。
ホンコン カオルン

香港の九竜ステーキ部 では，地元の

ある病院で新 しい枕やシーツが必要 だ

とわか り，扶助協会の姉妹たちが布 を

買 い，150個 の枕や そのほかの品物 を

作 りました。

イタ リアのシラクサ市では，7人 の

扶助協会の姉妹たちがほかの教会や市

民団体 の婦人たちと協力 して，貧 しい

未婚の母親 のための施設 を作 りました。

1歳 半 になるボ リビアの男の子 ダニ

ーは
，ソル トレークシティーにある初

等協会小児病院へ飛行機で運 ばれ，足

と腰の矯正手術を受 けました。そして，

回復するまでの3カ 月問に，扶助協会

の姉妹 たちから献身的な世話 を受 けま

した。

ユタ州ホラデー北ステーキ部 の扶助

協会会長 シャロン ・カステラー姉妹は，

このように報告 してい ます。「ダニー

の世話 をして くれた姉妹たちは，福音

の精神 を実生活 に生か しています。愛

を分かち与えているか らです。」

扶助協会の姉妹たちは自分 たちの住

む地域社会の中で どのような奉仕がで

きるで しょうか。

何か ら始めればよいで しょうか

管理監督会第二 副監督 のグ レン ・

L・ ペイス長老 は，教会員は断食献金

の額 を増 やす ことによって，教会が困

っている人々を もっ と援助で きるよう

に助ける ことが できる と同時に，「す

べての会員 は世界の平和のために， ま

た人々の無事を願 って祈ることができ

ます」 と述べています。

また，周 りにいる人々の必要に対 し

て目を開 くようにと，次のように私 た

ちを励 ましています。私たち一人一人

は 「隣近所や 自分 の住 んでいる地域社

会 において最 も大 きな慈善奉仕をする

ことがで きます。」(『警告 に従 わなか

った人へ の援助』「聖徒 の道」1991年

1月 号，p.10)率 先 して奉仕する方法

を見つけな くてはなりません。正 しい

原則 を教 えられている私たちは，割 り

当てを待つ必要はないのです。

皆 さん，扶助協会150年 祭 を迎 え る

に当た り，「肉体 について も霊 につい

て も」共 に奉仕 しようではあ りません

か。□
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「私 た ちは

キ リス トの こ とを予 言 し」

ブルース ・A・ バン ・オーデ ン

二一ファイ第二書に見られるキ リス トの証 し人たち

主
はいつの時代 にも， ご自身のみ言葉 と力 とを世 に

知 らしめるために，地上に証 し人を遣わ してこら

れました。私たちの地上での人生の目的のひ とつは，試

しを受けることです。つ まり，天父のみもとか ら離れて

生活する間，神に信仰 を持ちその律法に従 うか どうかを

試 されるのです。(ア ブラハム3：25参 照)私 たちがその

試 しを乗 り切れ るように，「主は証人の原則 を定め られ

ました。 この原則により，主はご自身を予言者や義人 に

現わされ，彼 らに律法を教 え，神 と真理について証する

力 を与 えられるのです。」(「約束 されたメシヤ キ リ

ス トの降誕」p.84)ブ ルース ・R・ マ ッコンキー長老 は

このように述べています。

二一ファイ第二書の中で二一ファイは，キ リス トが来
あがな

られて人類 を腰 うことを証 明す るため に，証 人 の原則 を

用 い ました。 「ごらん私 はキ リス トの降臨 が ほ ん と うで

あ るこ とを私の民 に証 明 す るの を心 に喜 ぶ。…… また私

はキ リス トが来 りた まわ ない な らば，万人 が亡 びな けれ

ばな らない こ とを私 の民 に証 明す るの を心 に喜ぶ。」(II

二 一 フ ァイ11：4，6)

二 一 フ ァイ は特 にイザ ヤ とヤコブ を指 して こ う言 い ま

した。 「それで あ るか ら，私 の言 う ことが ほん とうで あ

るこ とを私 の子孫 に証 明 す るため に，私 は この二人 の言

葉 を子孫 に伝 え よう。神 は 『われ は三人 の証 言 を もって

わが言葉 を確 めん』 と仰 せ になった けれ ども，神 はさ ら

に多 くの証 人 を遣 わ した もうて， その言葉 を ことごと く

証 明 した もうので あ る。」(II二 一 フ ァイ11二3)二 一 フ

ァイ第二 書が， 二一 フ ァイの父 であ る リーハイ の証 で始

まってい るこ とか らも，確 か にそ こには3人 よ りも多 く

の証人 がい る ことがわ か ります。

です か ら，二 一 ファイ第 二書 に は歴史事項 が少 な く，

リーハ イの死， そ して レーマ ン人 と二 一フ ァイ人 の分裂

の記事(4：12;5参 照)以 外 は，専 ら4人 の証人， す な

わ ち リーハ イ， ヤコブ，イ ザヤ， そ して二一 ファイ 自身

の，腰 い主 とそ のみ業 に対す る証 の言葉 が集 め られ てい

ます。主 を証 す る ことが，彼 らの第1の 目的 だ ったので

す。 二 一 ファイ は こう記 して い ます。「私 た ち はキ リス

トの こ とを話 し， キ リス トの ことを喜 び， キ リス トの こ

とを説 教 し， キ リス トの ことを予言 し， また私 た ちの子
ゆる

孫にどこに罪の赦 しを求めるかを知 らせるために自分た

ちが予言 したことも書 くのである。」(II二 一ファイ25：

26)

これら4人 の証人の力強いメッセージは，救い主であ

りイスラエルの聖者であるお方が私たちを，そして人類

全体 を救われるということでした。 この救いは，キリス

トの最初の降誕 と再臨の両方 に関係があ ります。時の絶
しよくざい

頂 に主 は，瞭 罪 と復活 によって人々に救 いを与 えられ

ました。そして末日にあっては，散乱 したイスラエルの

民に主ご自身に対す る知識を回復することにより，彼 ら

を背教か ら救われるのです。

救 い主 に対す るリーハ イの証

(II二 一 フ ァイ1：1-4：12)

二 一 フ ァイが記 してい る ように， リーハ イの教 えは全

体 を通 して， 救 い主 とい うテーマ の上 に成 り立 ってい ま

す。 父 リーハ イ は息 子 たち に警 告 して言 い ました。「ご

らん， もしもかれ らがイ スラエル の聖者 ま ことのメシヤ，

か れ らの蹟 い主で あってか れ らの神 で あるお方 を捨 て る

日が くる時 に は， 正 しい神 の裁 きが か れ らに下 る。」

(1=10)

蹟 い の証 ヤ コブ に与 えた教 え の中 で リー ハ イ は，
きよ あ
「聖 い メシヤ に在 りしか も聖 いメ シヤ に よって人 間 に施

され る」(2：6)腰 い について語 りました。 リーハ イ は

蹟 い につ いて学 ぶ必要性 を強調 したの です。 「それで あ
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るか ら， これ らの事 を この世 に住 む人々に聞かせて，

・知 らせ るの は非常 に大切 で はな いか。」(2=8)

「これ らの事」 とは何で しょうか。ひ とたび命 を捨て，

再びよみがえられたメシヤの功徳 と慈悲，恵みに頼 らな

ければ，神 のみ前 に住 め る人が ひ と りもい ない こと

(2：8参 照)で す。瞭いを説明するのにリーハイは，ア

ダムの堕落の影響 と，すべての物事にその反対の ものが

なければならないことに触れています。人が 自由意志 を

行使で きるのは，アダムが堕落 し，物事にその反対のも

のがあるからです。(2：15-16参 照)ま た，人類が善悪

をわ きまえ，自由と永遠の生命を選ぶ ことができるのは，

救い主の腰 いがあるか らです。(2：26-27参 照)

回復の証 末子のヨセフに与えた教えの中で リーハイ

は，エジプ トに売 られた先祖， ヨセフの予言を引用し，

末の世 における主の回復の業について語 りました。主は，

ヨセフ(訳注 英語 の発音 はジョセフ)という名前の聖

見者 を起 こし，その聖見者を通 して， ヨセフの子孫に先

祖 と交わ した誓約 を知 らせる と約束 され ました。(3：

7，15参 照)さ らに主はその聖見者 に，土の中か ら叫ん

でいるかのような，古代のヨセフの子孫たちの声を回復

する権能 を与 えると言われ ました。(3：11-12，19-

21参照)そ の声 は今 日，モルモン経を通 して聞かれます。

すなわち，ヨセフの3人 の子孫 リーハイ，ヤコブ，

二一ファイ の言葉が，死者の中か ら語 りかけるかの

ように，二一ファイ第二書には記 されているのです。

リーハイが死 を迎える前に残 した証は，彼の子孫が亡

びることなく，後 には祝福 を受 けるであろうという主の

約束でした。(4=5-9参 照)こ の回復の時代に生 きる
ま

私たちは，その祝福の成就を目の当た りにしているので

す。

救 い主 に対す るヤ コブの証

(II二 一 フ ァイ6，9，10)

ヤ コブ は主 とその民 との関係 を強調 し ました。 その方

法 として，聖典 の中か らイザ ヤの言葉 を用 いて教 えてい

ます。(6：5-7，16-18;7-8参 照)二 一 フ ァイ の

記録 した ヤコブの教 えは，2日 間 にわ た る何 らかの集会，

おそ ら く宗教 的な祭 りの場 で述 べ られ た もの と思 われ ま

す。

回復の証 ヤコブが強調 したのは，二一ファイ人がイ

スラエルの民 に数えられてお り， また主の民 と呼ばれる

べ き人々 とは救い主の降誕 と再臨 を待ち望む民であると

いう点でした。(6：5，13-14参 照)ま た最終的には，

主がすべてのイスラエルの民をその受け継 ぎの地 に集め

られ，その とき 「かれ らがその蹟い主を知 るようにな

る」(6：11)と 約束しました。ヤコブはこの約束を，1

章 にも及ぶイザヤの予言 を引用 しなが ら説明 したのです。

(8章 参照)彼 はまたイザヤに対する主の問いかけを引用

しました。「わが力が少 しでも減ったか ら蹟 うことがで
ち か ら

きないのか， それ ともわれ に は全然救 う能力 が ないので

あ るか。」(7：2)そ の 答 えは もち ろん，否 で あ り，イ

スラエル の民 は自信 を持 って こ う言 うこ とがで きます。

「主 な る神 がわ れ を助 けた も う
。 それ で あ るか ら， われ

はずか

は恥 しめを受 けないので あ る。」(7：7)ヤ コ ブ はまた，
むれ かえ

誓約の民が 「神の真の教会 と羊の群 に再び復され」るで

あろうと説明しました。(9：2)
わか

2日 目にヤコブは，後の世において 「願い主が真に解
あわ

る道 に くる」(10：2)イ ス ラエ ルの民 に，神が憐 れ みを

垂 れ た もうこ とを証 し ました。 「贋 い主 が真 に解 る道」

とい うの は，長 く散乱 した イス ラエ ルを受 け継 ぎで あ る

約束 の地 に集 め るみ業 の こ とで す。(10：7，10-11，

18-19参 照)

順 いの証 ヤ コブは また，霊 の贋 いが必要 で ある こ と

を証 し ました。 さ もなけれ ば， 「肉体 は墓 に横 た え られ

て……再 び よみが える こ とはない」 し， 「霊 は必 ず あの

天使 〔悪魔 〕の よ うにな り， … …私 た ちの神 の御前 か ら

締 め出 され」 るのです。(9：7，9)し か し主 は，そ の

恐 ろしい怪物 ， すなわ ち死 と地獄 か ら逃 れ る道 を備 えて，

人 々 を救 って くだ さい ま した。(9：10，19参 照)主 の購

い と復活 によ り， すべ ての人々 は復 活 して イスラエル の

聖者 の裁 きの座 に引 き出 され るので す。(9：12-15参

照)神 の王 国 に救 われ る には，悔 い改 めてバ プテ スマ を

受 け， イエ ス ・キ リス トを信 じな けれ ば な らない と主 は

命 じ られ ま した。(9：23参 照)ヤ コブの最後 の願 いは こ

うで した。 「願 わ くは神 が復活 の力 を もって あな た たち

を肉体 の死 か らよみが え らせ， またキ リス トの身代 りの

腰罪 の力 に よって， あ なたたち を永遠 の死 か らよみが え

らせ た も うて， あなた たちが神 の永遠 の王 国 に迎 え入 れ

られ聖 い恵 み によって神 を讃 美す るように。」(10：25)
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(14：4)， 罪が 「とり去 られ」 る(16：7)こ とについて

の言葉が，主の再臨に伴 って起 こる出来事 に関するこの

大いなる啓示の中にちりばめられているのです。二一フ

ァイは，イザヤの予言が自分の民にとって理解 しにくい

ものではあって も大切な ものであると知 っていました。

(25：1-3参 照)そ して，二一ファイ第二書の最後の章

では，イザヤの予言が将来それを読む者にとって， どれ

だけ価値あるものになるかを悟 り， 自分自身の予言の言

葉を用いて次 のように言っています。「それはこの よう

な言葉が末の 日に大 そう私の民のためになることを知 っ

ているからであって， またそれは末 の日に私の民がこの

言葉の意味を理解するからである。それであるか ら，私

はかれらのためにこれを書 く。」(25：8)

救 い主 に対す る二一 フ ァイの証

(II二 一 フ ァイ11，25-26，28-33)

リー ハ イ， ヤコブ，イザ ヤの証 を伝 えた後 で，二 一 フ
めい りよう

アイは 「私は自分 の明 瞭な話 し方で これか ら私の予言

を述べ よう」(25：7)と 言っています。そして，予言 を

残してこの世 を去っていった，それまでの予言者に倣 っ

て，イスラエルに与 えられる救いについて予言しました。

ほかの3人 の証人がしたように，二一ファイも独特の話
たれ

し方で予 言 を述 べ ま した。 そ の特 徴 は， 「誰 で もよ く解

って間違 い を しない」明 瞭 さで した。(25：4，7参 照)

順 いの証 二一 フ ァイ は，救 い主 に対 す る自分 の証 を

次 の予言 で始 めて い ます。 「かれ らは…… とう とう この
ひ とりご

独子 を十字架 にかける。 しか し，独子は三 日の間墓に横
いや

わ りた もうてから， 自身にある癒 しの能力をもって死者

の中か らよみがえりたもう。それであるか ら，およそそ

の御名 を信ずる者 は皆神 の王国に救われるのである。」

(25：12-13)二 一ファイはまた，救い主の地上でのみ業

が二一ファイ人にまで及ぶことに触れ，主が現われて彼

らを癒 したまい，3代 にわたって平和が続 くであろうと

約束 しました。(26：9参 照)彼 は また，救い に至 る道

二一ファイの言葉では 「キリス トの教 え」(31：2)

について詳 しく語 りました。主の弟子 は，御子の模

範に従 ってバプテスマを受け，聖霊を授けられなければ

ならない こと， それから希望 と愛 をもって強 く進み，最
なんじ

後 まで，すなわち天父が 「〔汝 は〕永遠 の生命 を受 け

る」 と仰せになる日まで耐 え忍ばなければな らないこと

(31：5-20参 照)な どを語 ったのでした。

回復の証 二一ファイは，主が 「堕落 して迷っている

有様か ら，また またその民を救 い出す御業 を始めた も

う」(25：17)時 を先見 しました。イエス ・キリス トは末

の日にご自身を世 に現わされ ます。(26：12-14参 照)そ

して 「黒人 と白人，奴隷 と自由人，男 と女 の区別な く

・・異教徒 〔も〕ユダヤ人 も異邦人 も」(26：33)す べて

の人はみ もとに行 くことがで きるのです。

二一ファイが成 し遂 げた偉業 のひとつに，古代の人々

によって書かれた神の啓示 を編 さんした ことが挙げられ

ます。その書物 は一部が封 じてあ りました。(27：6-

10参 照)証 人の原則が この書物にも当て はまることは，

次の聖句 によって知 ることができます。「その書物 を授
ちか ら

けられる一人 のほかに三人の見証者が神の能力によって

これを見 ることができるが，そのほかには誰一人 これを

見 ることがで きない。……このほかにその書物を見るこ

とので きる者は，ただ神のみこころに従 って世の人々に

その言葉の証拠 を立てる数人の者 にか ぎられる。」(27：

12-13)

証人の原則は，末 日における神の証にも当てはめるこ

とがで きます。「二つの国の人が証拠 を示す は，われが

神なること……を汝 らに証明するな り。」(29：8)聖 書

だけでは不十分であり，主はモルモ ン経を世 に出す こと

によってご自身のみ言葉 を確立 されたのです。(29：3

-7 ，12-13参 照)

二一ファイが示 したように，私たちは霊的な事柄 を証

明するものなしに放 っておかれているわけではないので

す。主は，聖霊の証 を含めて，私たちに多 くの証人 を与

えて くださってお り，それによって私たちは，二一ファ

イ第二書に記された証に自分たちの証 を加 えることがで

きるのです。□

*ブ ル ー ス ・A・ バ ン ・オ ー デ ン 兄 弟 ユ タ 州 ブ リガ ム ・ヤ ン

グ大 学 第2ス テ ー キ部 高等 評 議 員。 ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 教 会歴

史 学 助 教 授。
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Aま でにあなたは問題 にぶつかって・ どうすること一7も
できないと感 じたことはないで しょうか。天父

はあなたを愛し，直面 している問題 をあなたが解決で き

るように助 けたいと願 っておられ ます。 どれほど心配 し

ているか，あなたに知 らせたい と思っておられるのです。

しかしそのためには，みずから天父 と話 し， その答 えに

耳 を傾 けなければな りません。

祈 りは， きわめて個人的な天父 との意思疎通の方法で

す。主の祈 りの中には，私たちが どのように祈ればよい

かが，示されています。(マ タイ6：9-13参 照)基 本的

な指針 は次のとお りです。

1.キ リス トが 「天 にい ますわれ らの父よ」 と言われ

たように，神 を敬 う呼びかけの言葉で始 める。

2.天 父への愛，尊敬，感謝の気持ちをお伝 えする。

祈 りの方法

聾

奪ε

撫灘

翻鎌難
.、糞 滋嚢 凄

キ リス トは， 「御 名が あが め られ ます よ うに。御 国が き

ます よ うに。 み こころが ・…・・行わ れ ます よ うに」 と言 わ

れ ました。

3.必 要 な助 けを願 う。 「わた した ち の 日 ごとの食物

を， き ょうもお与 え ください」 とい うキ リス トの言葉 か

ら， 私 たちの生活 に主の助 け を願 うの は，良 い こ とで あ

る とわか ります。
ゆる

4.罪 ， 過 ち， 弱 さを赦 して くだ さ る よ うに願 う。

「わ た したち に負債 のあ る者 をゆ る しま した よ うに
，わ

た したち の負債 を もおゆ る し くだ さい。」
けんそん

5.謙 遜 に， 深 い感 謝 と礼拝 の気持 ち を持 って，祈 り

を終 える。 キ リス トは，「王国 と力 と栄光 は永遠 にあ な

た の ものだか らです。 アー メン」(欽 定訳 マタイ6：13)

と い う言葉で祈 りを終 え られ ま した。私 た ちはイエス ・

キ リス トのみ名 によって祈 りを終 えます が， これはキ リ
しよ くぎい

ス トの贋 罪によって，私たちが天父のみ前に祈れるよ

うになったか らです。

もちろん， もっと多 くの事柄について祈 ることもでき

ますし，緊急なときには， もっと少な くてもいいのです。

もしも， どのようにレて天父と話をすればよいかわから

ないときは，それができるように助 けを求めてみて くだ

さい。きっと答えが与 えられます。

答 えを受ける時間 を取って くだ さい。天父に話 をする

とき，天父が答 えられる時間を取っていますか。急いで

立ち上がる前に，耳 を傾 けてみて ください。天父があな

たに受 けてほしい と願 っておられる導 きに， もっと気づ

くようになるでしょう。

次に挙 げるのは，祈 りを効果的にするためのアイデア

です。

真心から，気持 ちを打ち明ける 祈 りは，あなたの心

の思いを，愛ある天父に打 ち明 けるひとときセす。 そら

で覚えた表現を繰 り返 し使 うべ きではあ りません。
めいそう

瞑想す る 静かに熟考 し，みたまの導 きに耳を傾 ける

ことも祈 りの一部です。

礼拝す る 祈 りは，神をたたえ，祝福を数えあげ，感

謝 を表わす時です。

間題を解決する 祈 りの中で，天父に自分の抱える問

題をすべて話す ことがで きます。それによって，永遠の

観点か らその問題を見 られ るようになるのです。

学ぶ 祈 りは，主から光 と教 えを受ける機会 にもなり

ます。

守 りを得 る 祈 りによって，正 しいことを選び，むず

か しい問題に立 ち向かう力が与 えられます。

自己評価 祈 りを通 して，主は私たちが自分の成長を

評価 し，弱さを明 らかにし，それを強 さに変えていける

ように助 けて くださいます。□
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末日聖徒の青少年は，尽きることのない祝福に共にあずかるために，スカンジナビア全域から続々と集まってきます。

森撫簾灘擁欝擶篇騒黍
賛美歌の静かな歌声のように松の木立を吹 き抜けていき

ます。まるで時の初めからこの森が聖なる場所だったか
けん

のようです。森の中に切 り開かれた この場所が，世の喧
そう

燥から逃れさせて くれるのです。

ここに集 まった若い男性 と若い女性たちは，森の静け
けいけん

さに劣 らぬ敬度さに包 まれているようでした。

話し声はひそやかなが ら，喜びにあふれています。彼

らは主の宮居であるスウェーデンのス トックホルム神殿

で数時問の奉仕を終 えたばか りなのです。
きよ

「神殿 で は聖 さを感 じ
， うれ し くな りま した」 と トー

ル ・ア ン ドレ ・エ ラ ック(16歳)は 言い ます。

リ リア ン ・二一ル セ ン(17歳)も 同 じ意見 です。

「神殿 の中で は
， み たまの力で みんなが証 を強 めます。

死 者の ためにバ プテスマ を受 ける ときは，教会 の会 員 に

な るか もしれ ないだれかの ため にしてい るのだ と感 じ ま

す。 これ はとて も力 強い伝道 な ので す」 と彼女 は言 い ま

す。

このグルー プは， ノル ウ ェー のオス ロステーキ部 オス

ロ第2ワ ー ド部 の若い聖徒 た ちですが， この ような青 少

年 はスカ ンジナ ビア全域 か ら神殿 にや って来 ます。 フィ

ンラ ン ドの遠 くの島や デ ンマ ークの港町， そ して神殿 か

ら車 で数分 のス トックホル ムの町中か らも。

「私 はき ょうで2度 目で す」 と12歳 の シ ャル ロ ッテ ・

マ リエ ・ル ン ドク ビス トは教 えて くれ ました。

「最初 の神 殿訪 問 はス テー キ部 全体 で来 た ので すが，

私 は45人 の人々 のため にバ プテス マを受 けま した。終 わ

ってから神殿長のお宅でファイヤサイ ドがあ りました。

神殿長 は体がまひ した人の話 をして くれました。 自分の

身の回 りのことができない人 は， どうしても人の世話 に

ならなければな りません。私たちが神殿で行 なっている

ごとも同 じです。霊界にいる人たちは自分で この儀式を

受 けられないのですか ら，ほかの人 に頼 るしかないので

す。」

クリスティーナ ・アルスネス(13歳)は こう言います。

「彼 らはだれかが身代わ りの儀式 を受 けて くれるのを

じっと待ちなが ら私たちを見ているような気が します。

私がその立場で，だれかが身代わ りの儀式をして くれる

としたら，本当に感謝するだろうと思います。」
せんとう

ス トックホルム神殿の尖塔 は高 くまっす ぐにそびえ，

周 りの木々の緑色や茶色に映 えて白 く輝いて見えます。

神殿が影を落 とす この場所では，伝道や家族，主の約束

や永遠のことなど，聖典で言う永遠 に続 く事柄について

ごく自然に話 し合 えるのです。(教 義 と聖約79：1参 照)

神殿の恩恵に浴するのは遠 くから来る人 だけではあり

ません。神殿 のす ぐ近 く，ベステルハニンゲの小 さな町

に住むロイ ・グーナルソン(17歳)は ，神殿が この町の大

きな祝福 となっていると話して くれ ます。
「ぼくは神殿 のそばをバスで通 るんです。 もちろん献

スウェーデン ・ス トックホルム神殿で死者のためのバプ

テスマを受けた後，ジョージ ・ダムステット神殿長と談

話するシャーロット ・マ リエ ・ルンドク ビスト。
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ゲ ツ トーか らの

祈 り

デ ビー ・パー ス

19
64年10月26日 ，ジャマイカのキングス トン市で双

子の出生が届けられました。それが，私の人生の

出発点です。私は両親を知 らないまま，祖母に育てられ

ました。市 の中の 「ゲ ットー」 と呼ばれる貧困地区にあ

る，ひ と部屋だけの丸太小屋が，最初の住 まいでした。

成長す るに従って，ゲッ トーのひ どい貧困の中で，祖

母が私たちの生活 を支えるために働 くことがいかに大変

かがわか るようにな りました。祖母 は，家族6人 で寝て

いる古いぼろぽろのベ ッドか ら，毎朝5時 に起 きていま

した。そして私たち子供 を起 こし，一緒にれんがを探 しに

行 きました。集めたれんがでかまどをこしらえてパンを

焼 き，近所の人 に売 るのです。祖母 にとって毎 日が苦労

の連続で したが，いつ も笑みを絶やさず幸せそうでした。

丸太小屋 はた くさん集 まって集落 をなしていましたが，

そこには水道が通ってい ませんで した。ただパイプが1

本あ り，皆そこか らバケツで水を くみ，頭の上に載せて

小屋 まで運ばなければなりませんでした。そのパイプは，

ぬかるんだ場所 にあ り，雑草 に覆われていました。子供

たちはそこを遊 び場にしていました。ゲ ットーの子供 た

ちは服 も着ずに，いつも泥だらけになっていました。 ト

イレやお風 呂はみんなが使いやすいように集落の中央 に

あ りました。

自尊心の欠如 と貧困からの逃げ道 として，不道徳 に走

る人が周 りに大勢いました。そのためゲ ットーでは，人

口がます ます増え，過密化 してい くのです。ほとんどの

人 は働 こうとせず，政府の食糧援助 に頼っています。良

い衣服やそのほかの品々を得 ようと，しばしば盗みをは

たらく人 もいました。

私の親友は路上で生 まれ ました。彼女の母親は，その

ときわずか14歳 で した。母親の生 き方に倣 うかのように，

彼女 自身 も13歳で最初 の子供 を生んだので，彼女の母親

は27歳 で祖母 になってしまいました。友人は19歳 のとき

に3人 目の子供 を生みました。3人 目のボーイフレンド

と別れてから，母親のもとへ移 り住みました。彼女に3

人，母親にも6人 の子供がいました。 このため友人は20

歳の誕生日を迎 える前 に，7歳 以下の9人 の子供の世話

をすることになってしまったのです。彼女の人生を見て

いて，私自身 はもっと良い人生を歩みたいと強 く思いま

した。私は家庭 を持ちたいと望み ました。私 はゲ ットー

か ら離れなければならないと感 じたのです。、
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私の祖母は，夜寝る前に祈 ることを教 えて くれました。

しかし，だれに祈っていたのでしょうか。それは， どの

ような人なのでしょうか。 どこか ら来 るのでしょうか。

答 えられない質問ばか りで した。私 は，まるで希望の光

を失って荒れ果てた暗い世界 にいるかのようでした。

この質問を解 き明かそうと決心 して，所属 していた教

会に足を運ぶようにしました。祖母がそこへ行 けば神様

を見いだせると言ったか らでした。 しか し， あまり助 け

にならないばか りか，余計 に混乱 してしまいました。そ

こではイエス ・キリス トと聖霊 とは，神の内にあり，ま

た神 とひとつであると教 えていました。

私は多 くの様々な教会に集いました。聖書やイエス ・

キリス トの生涯について学ぶ ときに，特別な気持ちを感

じました。

この気持ちが，キリス トや聖書，聖霊，神様に関係 し

ていることはわか りましたが， まだ頭が混乱していまし

た。主を信頼 し，祈 り始 めました。それでも何か物足 り

ないのです。聖書を読んでいると，良い気持ちを感 じる

ものの，その気持ちを絶 えず持ち続けることができませ

んでした。

ある教師か ら，「その気持ちを維持す るためには洗礼

を受けることです」 と言われて，私は受 けました。 しか

し，何 も変わ りませんでした。そのうち， どの教会 も同

じように思 えました。 そこで，家で 自分 なりに勉強す る

ことにしました。主のみ もとへ と導いて くれる正しい道

を見いだすことができるように，私 は熱心に主に祈 り求

めました。そして主 は私の祈 りを聞 き届けて くださいま

した。

私はある若い男性 と知 り合い，友達 になりました。 そ

れか ら10カ月の間，宗教以外の様々なことについてお互

いの思いや考えを分かち合いました。ある日，彼が聖書

を持ち歩いていることに気づ き，彼が教会に行っている

のか どうか，そして何 という教会なのか，尋ねてみまし

た。それ は長 い名前で 「何々聖徒 イエス ・キ リス ト教

会」だと言われました。私はそのときは，少しも興味を

覚えませんで した。何だか私の考 えていたものとは違う

教会のように聞 こえたからです。

後になって この友達は，自分 は2年 間，外国で主に仕

えるつもりであると話 して くれました。私はその とき，

彼 は牧師になるつ もりなのだろうか と思いました。彼が

行 って初 めて，彼 の教会 について気にな り始めました。

そして私は集会所を探 し始めました。

それか ら数カ月かかって，やっと見つけることができ

ました。いえ， それ以上のものに巡 り会 えたと言 うべ き

で しょう。集会所に足 を踏み入れた途端，喜びや平安，

慰め，確信，そして幸せがひとつになったような，言葉

では言い表わせない気持ちを感 じました。故郷 に帰 った

ような気持ち とで も言うのでしょうか。私の質問は，今

全部答えられたのです。

教会員たちは心から歓迎 して くれました。最初，ち ょ

っとおおげさに思 えて，そのような歓迎を受けるのをた

めらいました。私 は，あれほ ど大勢の人たち と接するこ

とに慣れていなかったのです。彼 らは，私のことを知 っ

ているいないにかかわ らず，歓迎 して くれました。集会

の終わ りには，穏やかな気持ちに満たされ，心の中にさ

さや く言葉が聞 こえました。「デビー， ここが求 めてい

た所です。彼 らが，あなたの探 していた人々です」 と。

振 り返 ってみると，ゲットーでの生活はいかに大変な

ものだったかがわか ります。人々 は間違った選択 をして，

より困難な思いをしていたのです。ほとん ど進歩する機

会がありませんでした。で も私は，生 きるうえで本当に

価値あるものを求めていたのです。家族の何人か と共に

ゲ ットーを出る機会が訪れたとき， これはチャンスだと

感 じ決断しました。

幼なじみの多 くの少女たちは，決 してゲ ットーを出よ

うとしませんでした。心か らの望みと主が私 を導いて く

ださるという確信がなければ，私 もゲットーを出ること

はで きなかったでしょう。私 はゲ ットーを後 にして，バ

プテスマを受 け，教会員 とな り，教育 を受け，伝道の召

しを果たす機会 にも恵まれ ました。私たちが どこにいよ

うとも天父はすべての人々を愛 しておられ，私たちの置

かれている状況をご存 じです。主はすべてのことに関し

て，私たちが真の幸福 を見いだす ように願っておられる

のです。□
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■

祈 り
アジア北地域会長会第二副会長

サム ・K・島袋

イ
エス ・キ リス トは，導きと恵み

を施 されたわずか3年 の間に，

多 くの偉大な教 えを残され ました。天

父に祈 ることの必要性 と重要性 もその

ひとつです。祈 りは確 かにすべての人

に開かれたすばらしい機会 と言 えます。

永遠の父なる神 と自由に話すことがで

きるか らです。昼夜 を問わず，いつ祈

っても， また何度祈 っても費用はかか

りません。「祈 り中毒」になって，知

恵の言葉や主のほかの戒めを破ってい

るのではないか と考 えた り， 自由意志

の使い方 を間違っているのではないか

と思 った りする必要 はあ りません。天

父は私たちに，祈 りを通 して絶えず ご

自身 を呼び求めるように望んでおられ

るか らです。祈 りによって私たちが天

父に近づ くならば，天父 も私たちに近

づいて くだ さるのです。(教 義 と聖約

88：63参 照)

祈 りは，一方通行の袋小路のように

むなしいものだ と考えている人がいた

ら，私たちの主，イエス ・キリス トに

心 を向けてみて ください。きっ とその

ような疑いは無用で， また消 し去 るべ

きものだという確信が得 られ るでしょ

う。

次のような場面 におられるイエスを
い けい

心 に描 きなが ら，畏敬の念 を抱 き，心

が高められない人がいるでしょうか。

弟子 と，すべての人 に祈 りの方法 を

教 えてお られ るイエス。(マ タイ6：

6-9参 照)

た だひ とり，天父に祈るために山へ

登 られるイエス。(マ タイ14：23参 照)

信仰 を持 って祈 り求めるものはすべ

て与えられると教えてお られるイエス。

(マタイ21：22参 照)

何事で もご自身の名によって願 うな

らば，それ をかなえて くださると訓戒

を与 えて お られ るイ エス。(ヨ ハ ネ

14：14参 照)

サ タンの誘惑に遭っても信仰を失わ

ないようにと，ペテロのために祈 って

お られるイエス。(ル カ22：32参 照)

十 字架 にかかる前 に，天父の助 けを

祈 り求めなが らも， 自分の思いのまま

にで はな く，み こころのままになるよ

うに と願 ってお られるイエス。(マ タ

イ26：39参 照)

ご 自身が御父の内にお られ るのと同

様 に，皆がひ とつ となれ るようにとい

う願いから， ご自分に従 うすべての人

人 のために祈 りと， とりなしをされる

イエス。(ヨ ハ ネ17：20-21参 照)

このほかにも数多 くの聖句か ら，祈

りが，主イエス ・キリス トの生涯 と使

命の重要な要素であった ことがはっき

りとわか ります。 もし，祈 りがキリス

トにとって毎 日の習慣であった とすれ

ば，主 とは違って不完全で，天か らの

助 けととりなしを必要 とする私 たちが，

その模範に従 うのは，なおさら重要な

ことです。

祈 りについてイエスが教え，示して

くださったことについて考えるとき，

以下 の事柄 にも心を向ける必要があり

ます。

自らも絶 えず祈 り，同様に子供やそ

のほかの人 にも実践するよう教える。

時折，神 と自分だけになれる時間を
ささ

持ち，ひそかな祈 りを捧 げる。

私 たちの祈 りが，イエス ・キリス ト

のみ名による信仰 の祈 りとなるように
けんそん

謙遜 になる。

信仰が弱 まっている人や，終わ りま

で耐 え忍ぶ うえで主の助 けを必要とし

ている人 のために祈 る。

病や痛 みに苦 しむ人 のために，苦 し

みが和 らげられ るように祈る。 しか し，

それは主のみ こころのままになされる

ということを常に心に留める。

私たちが主 とひ とつになれるように，

すなわち私たちの心 と思い， 目標がひ

とつとなって主に向 けられるように祈

る。

祈 りは，私たちが時間や努力を傾 け

るべ き，最 も価値 のある，そして心を

も満た して くれる投資 と言えます。そ

して， この投資事業の相手はまことに

信頼で きるお方であり，投資 をするた

びに，つまり祈 りを捧 げるたびに，確

実に，高い配当 とも言うべき祝福 をも

た らして くださるのです。

祈 りの気持ち と固い決意 をもって，

主が与 えて くださった次の訓戒 に従 い
なんじ

ましょう。「すなわち，汝 らが見 たる

わが行 いを汝 らもせ よ。」(m二 一ファ
しもベ

イ27：21)私 た ちが主の賢い僕 とな り，

イエスが授 けられた美 しい教 えのとお

り，天父 に祈 ることがで きるように願

っています。□

ロー カル
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